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令和 7年度日本スポーツ協会公認軟式野球コーチ１養成講習会 

開催要項 
 

1. 目  的： 

地域スポーツクラブ・スポーツ少年団・学校運動部活動等でのコーチングスタッフとして、

基礎的な知識・技能に基づき、安全で効果的な活動を提供する者を養成する。 

 

2. 主  催：公益財団法人日本スポーツ協会 

公益財団法人全日本軟式野球連盟 

 

3. 主  管：公益財団法人北海道スポーツ協会 

一般社団法人北海道軟式野球連盟 

 

4. カリキュラム： 

（１） 共通科目Ⅰ：45時間（自宅学習） 

1. コーチングを理解しよう 

2. グッドコーチに求められる医・科学的知識 

3. 現場・環境に応じたコーチング 

 

（２） 専門科目：20時間以上（集合講習及び自宅学習） 

※時間数は競技団体によって異なる。 

※ 各競技別に各都道府県競技団体が主管して実施する。 

※ 講習及び試験の免除措置については、当該中央競技団体が定める基準による。 

 

5. 実施方法（開催期日・会場）： 

（１） 共通科目Ⅰ：JSPOが実施するオンライン形式の講習 

※詳細は下記 URL または右記二次元バーコードのリンク先ページ

を参照すること。 

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid208.html 

 

（２） 専門科目：集合講習会：以下の通り実施する。 

開催期日 2025年 10月 11日（土）から 13日（月） 

開催会場 札幌市中島体育センター 

※ 開催日程表は、別添の通り 

 

6. 受 講 者： 

公認スポーツ指導者育成の受講者受入方針（アドミッション・ポリシー）に定める内容の他、

以下受講条件に合致する者を本講習会の受講者として受け入れる。 

（１） 受講条件： 

・受講する年の 4 月 1 日現在、満 18 歳以上の者で、実施競技団体が定める条件を満

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid208.html
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たしている者。 

・地域においてスポーツ活動を実施しているクラブやグループ、スポーツ教室で実際的

指導にあたっている指導者及びこれから指導者になろうとする者。

・受講有効期間内で講習の全日程に参加が可能である者。

・インターネットサービス「指導者マイページ（https://account.japan-

sports.or.jp/）」から申込が出来る者。（申込用紙での受付は致しません。）

・（その他（資格ごと）

※ 原則、他の日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格との同時受講は認めない

（公認スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会の受講は除く）。

（２） 受講者数：100名 ※受講希望者全員

7.受講申込：

（１） 申込方法：

インターネットサービス「指導者マイページ（ https://account.japan-

sports.or.jp/）」のアカウント登録手続きを行い、指導者マイページから本講習会

の申込手続きを行うこと。申込方法の詳細は、下記 URLを参照のこと。 

■https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid208.html

※講習会受講時の本人確認に必要となるため、指導者マイページへの顔写真の

アップロードを受講開始までにお済ませください。

（２） 受付期間：令和 7年 4月 25日（金）～6月 16日（月）

8.受講に係る費用：33,440円（税込）

＜内訳＞ ・共通科目Ⅰ：18,040円（税込）

※受講料 15,400円＋リファレンスブック代 2,640円（電子版）

※申込時に指導者マイページから支払う。

･専門科目: 15,400円（税込） 
（上記金額を基準とし、専門科目の競技特性、講習会等の事情により変更される場合がある） 

※免除･資格審査料等については別に定める。

※申込時に下記の口座番号に振り込みとする。

①振込銀行 稚内信用金庫札幌支店

②口座名義 一般社団法人北海道軟式野球連盟 代表理事会長 本間俊三
ホンマシュンゾウ

③口座番号 普通口座 ０１２４３６６【指定口座】

9.受講有効期間：4年間

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid208.html
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10.受講者の内定から決定までの流れ

指導者マイページから申込を行い、申込内容に不備がない者を受講者として内定し、共通

科目は JSPO、専門科目は都道府県体育・スポーツ協会を通じて本人に通知する。 

受講内定後、受講料の支払いを完了したものを受講者として決定する 

11. 講習･試験の免除

既存資格及び JSPO免除・適応コースの履修等により、講習･試験の一部又は全部を免除

することができる。免除に関する詳細は別に定める。

12.検定試験･審査

共通科目と専門科目に区分して実施する。

（１） 共通科目Ⅰ：

JSPO のオンライン講習における受講状況、提出課題の完了状況および記載内容

をもって審査する。 

（２） 専門科目：

競技団体及び実施団体が定める検定試験等による判定とし、一般社団法人北海

道軟式野球連盟育成強化部において審査する。 

13．登録及び認定 

（１） 共通科目Ⅰ及び専門科目の全ての検定試験に合格するなど、所定のカリキュラムを修

了し、公認コーチ 1として必要な資質能力を修得した者を修了者（「新規登録」対象者）

と認め、登録案内を送付する。

※共通科目Ⅰを 9 月末までに取得し、専門科目を 10 月 13 日までに受講している場

合は令和 8 年 4 月 1 日登録が可能となります。詳細については主管団体まで必ず確

認してください。 

（２） 公認スポーツ指導者登録規程に基づき、登録手続き（登録料の納入等）を完了した者

を公認コーチ 1 として認定し、「認定証」及び「登録証」を交付する。

※ JSPO 倫理規程第４条に違反する行為があったとして JSPO が認めた時は、登

録の権利を失い認定されない場合がある。

※ 当該競技の公認スタートコーチを保有している場合で、その資格が「有効」では

ない場合、公認コーチ１が登録できない場合がある。

（３） 登録料は4年間で基本登録料 10,000円＋資格別登録料（競技によって異なる）とす

る。なお、初回登録時のみ初期登録手数料 3,300円（税込）が別途必要となる。

※ すでに公認スポーツ指導者資格を取得している場合は、登録料が異なる場合が

ある。

※ 登録料及び手数料の支払方法は、指導者マイページで確認ください。

※ 「公認スポーツコーチングリーダー養成講習会」にて共通科目Ⅰのカリキュラムを

受講・修了した場合、別途登録料を支払い、「公認スポーツコーチングリーダー」

資格を登録することで、公認コーチ１を取得するための共通科目Ⅰが保有扱いと
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なる。「公認スポーツコーチングリーダー」資格の登録が完了していない場合は、

共通科目Ⅰは未保有扱いとなる。 

（４） 資格の有効期間は 4 年間とし、4 年毎に更新する。ただし、公認コーチ 1 以外に公認

スポーツ指導者資格（スポーツリーダーは除く）が認定されている場合、初回の有効期

間は、新規認定期日からすでに認定されている資格の有効期限までとする。 

（５） 有効期間満了に伴う「更新登録」にあたっては、有効期限の 6カ月前までに、JSPO又

は JSPO 加盟団体等の定める更新研修を修了するなどの要件を満たさなければなら

ない。

14．注意事項 

（１） 受講有効期間内に所定のカリキュラムを修了しない場合は、その時点で受講者として

の権利をすべて喪失する。

（２） 本講習会受講に際し取得した個人情報は、本講習会受講者の管理及び諸連絡以外に

は使用しないものとする。

（３） 本講習会の受講有効期間内に他の公認スポーツ指導者養成講習会の受講はできな

い。また、受講申込時点で他の JSPO 公認スポーツ指導者資格養成講習会の受講有

効期間内又は未修了の場合は、本講習会への受講申込はできない。

（４） 受講者としてふさわしくない行為（日本スポーツ協会公認スポーツ指導者処分基準等

において違反行為と規定された行為）があったと認められたときは、JSPO 指導者育

成委員会または加盟団体等において審査し、受講資格の取消しないしは停止、受講済

科目の一部ないしは全部の取消し、資格登録権利の停止等の処分を行う場合がある。

なお、処分内容については、日本スポーツ協会公認スポーツ指導者処分基準等の関

連規程に照らし合わせるとともに、受講状況等に応じて検討する。また、JSPO または

加盟団体等が受講者としてふさわしくない行為に関する事実調査を開始して以降、処

分内容が確定するまでの間、当該受講者からの「受講辞退」申請は受理しない。

（５） 本講習会風景の写真等は、JSPO又は JSPO加盟団体等のホームページ及びその他

関連資料へ掲載する場合がある。

（６） 天災地変や伝染病の流行、講習会場・輸送等の機関のサービスの停止、官公庁の指

示等の JSPO又は JSPO加盟団体等が管理できない事由により、講習会内容の一部

変更及び中止のために生じた受講者の損害については、JSPO又は JSPO加盟団体

等ではその責任は負わない。

（７） その他（講習会場）

① 駐車場が狭く駐車ができる台数が少ないため、公共交通機関をご利用下さい。駐

車はできないと思います。

② 当日は運動のしやすい被服で参加ください。実習講座は 2 日目ですが座学でも

軽装でお願いします。

③ 昼食は、食堂などが近くにありませんので、当日朝に受付でお弁当の希望者を募

集します。弁当代金は、800円(お茶付)を予定しています。
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④３日間とも 8時半からの受付開始となっております。それ以前は体育センターに入

館できない可能性があります。

⑤講習会場は敷地内禁煙ですのでご注意ください。

⑥実習講座のなかでバット、クローブを使用します。もっている方は持参ください。

【問い合わせ先】 

一般社団法人 北海道軟式野球連盟 

〒062-0905 札幌市豊平区豊平 5条 11丁目 1番 1号 

北海道立綜合体育センター内 

TEL （011）820-1760 



No2

会場

8:00

受付・開講式（8：30～9：00） 講堂 受付（8：30～9：00） 受付（8：30～9：00）

9:00 ９：００～10:00(1時間） 講師：赤田敏美 ９：00～１０：３０（1.5時間） 9：00～11：00（2時間） 講師：伊藤雄人

「①指導者（コーチ１）の役割」
一般社団法人 北海道
軟式野球連盟理事

10:00 10：00～１１：００(1時間） 講師：森田康晴

10：30～11：30（1時間） 講師：菊地　諒

11:00

11:00～１2：３０（1.5時間） 講師：高岡茂夫 11：00～12：30（1.5時間） 講師：伊藤雄人

12:00 11：30～12：30（1時間） 講師：高岡茂夫

13:00 昼食（12：30～１３：００） 昼食（12：30～１３：００） 昼食（12：30～１３：００）

13：00～15：00（2時間） 講師：高岡茂夫 13：00～14：00（1時間） 講師：高岡茂夫 13：00～15：00（2時間） 講師：伊藤雄人

14:00

1４：00～1５：00（1時間） 講師：高岡茂夫

15:00

15：00～17：00（2時間） 講師：高岡茂夫 1５：00～1６：00（1時間） 講師：高岡茂夫

16:00

1６：00～1７：00（1時間） 講師：高岡茂夫

17:00

時間数 合計 7.5 時間 合計 7.5 時間 合計 5.5 時間

運営役員
名前・所

属

※時間数、役割（講師・助手・検定員）、担当者名を明記すること。

「⑤体力トレーニングとコン
ディショニング（ウォーミング

アップとクールダウン）

合同会社ベストパ
フォーマンス

2 体育館

3 「②グループデスカッション
（コーチング・コミュニケーショ

ン）

公益財団法人北海
道スポーツ協会指
定指導者

体育館

3 「①ジュニア選手の指導
実習（小学生の指導・コ
ミュニケーション手法）

公益財団法人北
海道スポーツ協会
指定指導者

講堂

2

2

2

1
「⑤指導者のコーチング・
コミュニケーションスキル」

公益財団法人北
海道スポーツ協会
指定指導者

講堂

2

「①基礎技能　投手」
公益財団法人北
海道スポーツ協会
指定指導者

体育館

講堂

赤田敏美（検定員）・牧　由・森田康晴・渡辺　史（一般社団法人　北海道軟式野球連盟育理事・育成強化部）

1

「④安全対策（体罰・暴力
根絶）

スポーツクリニッ
ク スポーツ整
形外科医

講堂

1 スポーツクリニッ
ク スポーツ整
形外科医

「⑦アンチ・ドーピング） 講堂

「⑥発育発達期の子どもへ
の指導（障害予防・水分補
給）

スポーツクリニッ
ク スポーツ整
形外科医

1

講堂1 「③スポーツマンシップに
ついて考える」

「②軟式野球の歴史的発
展」

公益財団法人北
海道スポーツ協会
指定指導者

日程表 

期日
＜第 1 日＞ ＜第 2 日＞ ＜第 3 日＞

10月11日(土) 10月12日（日） 10月13日（月）

札幌市中島体育センター

時間（ｈ）
科目名

講師
(助手)

会場名 区分
時間（ｈ）
科目名

講師
(助手)

会場名

札幌市中島体育センター

区分

「⑥現場における救急処
置（ＡＥＤ・心肺蘇生法）

札幌市中島体育センター

区分
時間（ｈ）
科目名

役割 会場名

1 講堂

1 一般社団法人 北海道
軟式野球連盟理事

講堂

2
講師：日本赤十字
社北海道支部

体育館

体育館
「④基礎技能　走塁」

公益財団法人北
海道スポーツ協会
指定指導者

体育館
「②基礎技能　打撃」

公益財団法人北
海道スポーツ協会
指定指導者

体育館
「③基礎技能　守備」

公益財団法人北
海道スポーツ協会
指定指導者


